
○
小
児
科
の
充
実　

○
学
校
給
食
の
安

全
性　

○
川
島
出
張
所
の
移
築　

○
小

学
校
の
統
合　

○
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
利
用

○
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み　

○

T
P
P
に
つ
い
て
市
の
方
針
は　

○

総
合
病
院
の
新
設　

○
県
立
の
中
高
一

貫
校
新
設
の
要
望　

○
空
家
対
策

 　○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る
集

会
所
等
の
改
修　

○
高
齢
化
対
策
事
業

○
学
童
保
育　 み

な
さ
ん
の
声
を
直
接
市
政
に
！

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
提
言
等
を
幅
広
く
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い

く
た
め
、
吉
澤
範
夫
市
長
と
地
域
の
課
題
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
率
直
な
意
見
交

換
を
行
う
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
「
夢
の
あ
る
ま
ち
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
、
市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
市
内
16
会
場
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
４
３
１
人
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
主
な
質
問
や
要
望
・
提
言
な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
　
筑
西
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　 

開
催
報
告

○
工
場
立
地
法
の
緑
地
率
緩
和
・
恒
久

化 

○
信
号
機
・
街
路
灯
の
設
置
予
定

○
災
害
時
の
交
通
機
関
の
麻ま

ひ痺
へ
の
対

応　

○
工
業
団
地
周
辺
と
人
口
増
加
に

つ
い
て　

○
防
犯
対
策

○
筑
西
観
光
新
ル
ー
ト　

○
休
耕
田
利

用
の
尊
徳
祭
り　

○
筑
西
ま
ち
お
こ
し

隊
の
設
立　

○
市
民
団
体
連
絡
協
議
会

参
加
者
　
59
人

2 9

筑
西
市
地
域
女
性

団
体
連
絡
会

タウンミーティングで多かった意見交換
●人口減を止めるための企業誘致について（関本地区）
【市長】人口減少は筑西市においても大変深刻な問題で、毎年 900 人前後の人口減少があり、そ
のうち約 6割が若い世代という状況である。大学関係や働く場所が無いというのが一つの要因だ
と思う。これまでも積極的に企業誘致に取り組んできた。
　筑西市には現在 7つの工業団地があり、その中の関城地区のつくば関城工業団地に 2つの未分
譲区画がある。そのうち 1.6ha の区画に日野自動車の関連企業が、ほぼ入る予定になっている。
もう一つの２haの方も雇用の期待できる大きい企業と、いい感触を持って交渉している。市内の
日本ハムファクトリーも工場を大規模に建て替えるということであり、明野地区のファナックに
ついても生産倍増で昨年増築竣工した。また同じく明野地区のシリンダーを作る会社が増築工事
をしている。引き続き若い人たちの就労の場をしっかりと確保するために努力していきたい。

●観光都市筑西への取り組みについて（伊讃地区）
【市長】市内には社寺や美術館、名所旧跡があり、また伊達家とのゆかりもあるということで、他
の市町村からもたくさんのお客さんがみえている。これから新たな観光資源として有効に活用し
ながら取り組んでいきたい。筑西市においては、ロケーションサービス（映画やドラマ、ＣＭ等
の撮影誘致）を設置している。筑西市活性化プロジェクト「ちっくタッグ」による取り組みの一
つで、昨年下館の日本一の大神輿を題材にした『またいつか夏に。』という短編映画が撮影され、
沖縄国際映画祭で大変高い評価をいただいた。また、明野中学校の生徒たちが参加した、いじめ
を題材にした『転校生』という映画作りも行われており、札幌国際短編映画祭で高い評価をいた
だいた。今後もドラマやCMなど、筑西市をPRできるようなロケ誘致を進めていきたい。

H24

参
加
者
　
24
人

赤
の
っ
ぽ
の
会
2 20

参
加
者
　
29
人

4 11

下
星
谷
自
治
会

参
加
者
　
17
人

4 20

下
館
第
一
工
業
団

地
連
絡
協
議
会

参
加
者
　
21
人

6 15

報
徳
壹
圓
塾
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○
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し　

○
防
災
行

政
無
線
の
放
送
内
容

○
筑
西
市
の
婚
活
支
援　

○
美
術
館
・

波
山
記
念
館
を
活
用
し
た
本
市
文
化
の

Ｐ
Ｒ　

○
新
中
核
病
院
の
今
後
の
行
方

と
病
院
の
整
備　

○
施
策
決
定
・
計
画

の
場
に
女
性
の
登
用
を　

○
新
入
学
児

へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
支
給　

○
学
校
給
食　

○
母
子
家
庭
へ
の
就
労

支
援　

○
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
増

の
立
ち
上
げ　

○
地
域
活
性
化
と
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

○
小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組
み　

○

小
学
校
で
の
英
語
教
育
の
あ
り
方　

○

今
後
の
市
の
振
興
策
（
ド
ー
ナ
ツ
化
現

象
へ
の
対
策
）
○
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
へ
の
市

バ
ス
の
利
用　

○
学
校
の
統
廃
合
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

○
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供　

○
広

報
紙
の
活
字　

○
美
術
館
の
活
用　
　

員　

○
子
ど
も
た
ち
の
農
業
体
験　

○

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

○
空
家
の
問
題　

○
耕
作
放
棄
地　

○

少
子
化
に
伴
う
学
校
区
再
編
計
画　

○

ご
み
の
減
量
化　

○
下
水
道
整
備
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
予
定

○
新
中
核
病
院　

○
通
学
路
整
備　

○

協
和
支
所
の
建
て
替
え　

○
田
園
都
市

セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理　

○
道
の
駅

○
市
職
員
の
接
客
態
度

○
人
口
減
対
策
と
産
業
・
商
業　

○
冨

士
美
橋
陸
橋
補
修　

○
住
所
表
示
の
変

更　

○
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成　

○
本
庁

舎
と
市
民
会
館
の
建
設　

○
道
の
駅
設

置
　

○
消
防
団
組
織
の
見
直
し　

○
舟
生
・

※各会場意見交換の内容は、４
月１日（月）からホームページ
又は広報広聴課窓口でご覧にな
れます。
　伊讃・大村・川島の３地区に
ついては、後日公開の予定です。

タウンミーティングにおける意見交換の例
●災害時の交通機関の麻痺について対応はどうするのか。

●子育てをしやすい環境整備の計画はあるのか。

【市長】東日本大震災時には、JR水戸線沿線４市（桜川市、筑西
市、結城市、小山市）において、JRへ臨時バスの運行を要望した。
今後も災害時において、交通機関に随時要望してまいりたい。

【市長】若い人たちが子供を育てやすい環境というのは非常に重要。
子育て支援の強化ということで、医療費の中学３年生までの助成や、
保育園・幼稚園においては病後児の預かりなど働くお母さんを支え
る取り組みをしている。今後も、様々な取り組みを検討したい。

船
玉
地
内
道
路
拡
幅  

○
地
名
の
変
更

整
理　

○
ご
み
集
積
所
の
管
理　

○
病

院
・
買
い
物
へ
の
市
内
巡
回
バ
ス
を

○
若
者
の
雇
用
拡
大
の
た
め
の
積
極
的

な
企
業
誘
致  

○
観
光
都
市
筑
西
へ
の

取
り
組
み　

○
大
谷
川
沿
い
の
不
法
投

棄　

○
自
主
防
災
組
織
の
設
立

○
災
害
時
に
お
け
る
防
災
計
画　

○
自

警
団
の
あ
り
方  

○
各
支
所
の
利
用　

○
明
野
薪
能
へ
の
市
の
協
力　

○
通
学

路
へ
の
道
路
照
明
灯
の
設
置

○
川
島
駅
周
辺
整
備
計
画
の
取
り
組
み

○
自
転
車
安
全
の
た
め
の
縁
石
ブ
ロ
ッ

ク
撤
去  

○
女
方
地
区
の
下
水
処
理　

○
市
の
取
り
組
む
施
策
の
Ｐ
Ｒ　

○
県

道
小
川
船
玉
線
バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備

参
加
者
　
23
人

7 4

筑
西
市
P
T
A

連
絡
協
議
会

参
加
者
　
18
人

7 12

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア 

野
ば
ら
の
会

参
加
者
　
55
人

8 23

ち
く
せ
い
女
性
団

体
連
絡
協
議
会

参
加
者
　
13
人

9 28

筑
西
子
育
て
支
援

サ
ー
ク
ル

参
加
者
　
26
人

10 11

村
田
地
区

参
加
者
　
22
人

10 24

古
里
地
区

参
加
者
　
41
人

11 8

下
館
地
区

参
加
者
　
25
人

11 29

関
本
地
区

参
加
者
　
10
人

伊
讃
地
区

1 31
H25

参
加
者
　
21
人

2 14

大
村
地
区

参
加
者
　
27
人

2 21

川
島
地
区

意見交換の内容を公開します

広報広聴課  内線３１４問
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筑西市長選挙及び
筑西市議会議員補欠選挙

第１投票区 下館小学校（体育館）
第２投票区 市役所本庁玄関ホール
第３投票区 伊讃小学校（体育館）
第４投票区 下館西中学校（金工室）
第５投票区 川島公民館
第６投票区 養蚕小学校（体育館）

第７投票区 あしまセンター
（旧徳持ひさご児童館）

第８投票区 深見農村集落センター
第９投票区 竹島公民館
第 10 投票区 河間公民館
第 11 投票区 奥田若葉児童館
第 12 投票区 中公民館
第 13 投票区 城内児童館
第 14 投票区 五所公民館
第 15 投票区 掉ヶ島児童館
第 16 投票区 下江連児童館
第 17 投票区 大田小学校（体育館）
第 18 投票区 野殿転作促進研修センター
第 19 投票区 雁沼集落センター
第 20 投票区 川神馬農村集落センター
第 21 投票区 嘉田生崎公民館
第 22 投票区 東榎生児童館
第 23 投票区 幸町コミュニティセンター
第 24 投票区 船玉田園都市センター
第 25 投票区 関本公民館
第 26 投票区 関城西小学校（体育館）
第 27 投票区 桜塚田園都市センター
第 28 投票区 板橋集落センター
第 29 投票区 関城体育館

第 30 投票区 藤ケ谷田園都市センター
第 31 投票区 関城幼稚園
第 32 投票区 黒子公民館
第 33 投票区 木戸田園都市センター
第 34 投票区 明野支所
第 35 投票区 中根農村集落センター
第 36 投票区 西松原コミュニティセンター
第 37 投票区 長讃小学校（体育館）
第 38 投票区 西押尾農村集落センター
第 39 投票区 上野小学校（体育館）
第 40 投票区 東石田公民館
第 41 投票区 鳥羽小学校（体育館）
第 42 投票区 海老江公民館

第 43 投票区 村田小学校（体育館）
第 44 投票区 古内集落センター
第 45 投票区 鍋山公民館
第 46 投票区 十里農村集落センター
第 47 投票区 協和転作促進研修センター
第 48 投票区 下星谷公民館
第 49 投票区 協和総合センター
第 50 投票区 横塚公民館
第 51 投票区 井出北部農村集落センター
第 52 投票区 協和ふれあい健康プラザ
第 53 投票区 上町公民館
第 54 投票区 蓬田公民館
第 55 投票区 協和支所

４月14 日（日）
 午前７時 〜 午後６時

投 票 日 

投票時間 

入場券により指定された下記の投票所で投票してください。

あなたの一票が未来を築く

　投票日の当日、仕事や旅行、出産予定など、やむを得ない事情で投票所に行け
ない人は、入場券が届く前でも宣誓書などの手続をすることで、期日前投票がで
きます。
▶時間＝午前８時 30分〜午後８時
▶投票所＝①市役所本庁玄関ホール　②関城支所　③明野支所　④協和支所

期日前投票 ４月８日（月）〜 13 日（土）

開票 ４月 14 日（日）　午後７時 30 分〜　下館総合体育館
問い合わせ 市選挙管理委員会（総務課内）内線３３２

今回の選挙等で、以下の体育施設を使用するため、休館となります。
●下館総合体育館（メインアリーナ・会議室・研修室）・関城体育館（トレーニング室）
　４月 12 日（金）〜 14 日（日）終日
●下館総合体育館（サブアリーナ・トレーニング室）
　４月 14 日（日）午後５時〜９時 30 分　
体育施設休館に関する問い合わせ　スポーツ振興課　☎２８−５０４０

＊４月 14 日（日）の投票日の問い合わせは、選挙用臨時電話 
 　☎２８−８１２４（下館総合体育館）へお願いします。

※投票所閉鎖時間が
　２時間繰り上がります。
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年金は世代と世代の
　　　　　支え合いです。
　国民年金は、やがて迎える老後や、万が一けがや病気で障害が残ったとき、一家
の働き手が亡くなったときに備え、保険料を出し合い、お互いを支え合う制度です。

国 民 年 金

老齢基礎年金
　 保 険 料 を 納 め た 期 間、 免 除 を
受 け た 期 間 や 厚 生 年 金・ 共 済 組
合加入期間などを合わせて 25 年
以上ある人が 65 歳から受けられ
ます。（希望により 60 歳から繰
り 上 げ て 受 け 取 る こ と も で き ま
すが減額されます）

年　額：786,500 円
※ 20 〜 60 歳までの 40 年間保険
　料を納めた場合の金額です。
　免除期間や未納期間があるとき
　は減額されます。

年金額（平成 24 年４月からの額）

※４〜９月分（６〜 10 月支給）は 24 年度と同額ですが、
　10 月分（12 月支給）から下がる見込みです。

将来の年金は、保険料を納める
ことから始まります。

障害基礎年金
　 国 民 年 金 加 入 中 に、 病 気 や け
が に よ り 障 害 の 状
態 に な っ た と き、
一 定 の 要 件 を 満 た
せ ば 障 害 基 礎 年 金
が支給されます。

年　額
・１級障害者：983,100 円

・２級障害者：786,500 円

年金額（平成 24 年４月からの額）

保 険 料 の 納 付 が 困 難 な と き は国民年金保険料後納制度のお知らせ
保険料免除制度
　申請者本人・配偶者・世帯主のそれぞれの前年
所得が一定以下の場合は、申請して認められると
前年の所得に応じ、保険料の全額又は一部が免除
になります。

若年者納付猶予制度
　30 歳未満の人で申請者本人・配偶者の前年所得
が一定以下の場合は、申請して認められると保険
料を後払いできます。

学生納付特例制度
　前年の所得が 118 万円以下の学生は、申請して認
められると在学期間中の保険料を後払いできます。

　　　　　下館年金事務所 ☎２５−０８１１
　　　　　　　　　　　　 ☎２５−０８３４
　　　　   市 民 課   　　内線２３５・２６１

　年金制度が改正され国民年金保険料を納
めることができる期間が延長されます。
　時効により納めることができなくなった保険料
を、申込みにより、平成 24 年 10 月から 27 年９
月までの３年間の期間限定で、過去 10 年分まで
納付することができるようになります。
※後納金額は、当時の保険料に一定金額が加算さ
　れます。

◆ 対 象 ◆ ※老齢基礎年金受給者は対象外です。

❶【20 〜 60 歳未満】10 年以内に納め忘れ期
　 間 （納付・免除を除く）や未納期間がある人
❷【60 〜 65 歳未満】❶の期間のほか任意加 
　 入中の納め忘れの期間がある人
❸【65 歳以上】年金受給資格がなく任意加入中の人
※対象者には「国民年金保険料の納付可能期間延長の
お知らせ」を平成 24 年８月から順に送付しています。

問い合わせ

遺族基礎年金
　国民年金加入中に死亡又は老齢
基礎年金を受ける資格期間を満た
した人が死亡したと
き、その人によって
生計を維持されてい
た子のある妻又は子
に支給されます。

年　額
・妻と子の場合：1,012,800 円
・子のみの場合： 786,500 円
※子が２人以上の場合は、さらに加算
 があります。

年金額（平成 24 年４月からの額）

国民年金には３つの基礎年金があります。

９


